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Rhizoctoniαsolaniによる園芸作物の新病害
一一東京都で発生した一一

は じ め に

東京都 の 農業 は， 多種多様な作物が栽培 され ， 変化 に

富 んでいる 。 花 き 類の 中で は ， 近年， 都 市生活 に身 近 な

緑 を提供 す る “小鉢 も の " と呼 ばれ る鉢花 類やグラ ン ド

カ バー プ ラ ン ツ の栽培が盛ん に な り ， 取 り扱 わ れ る 作物

の種類 も 多い 。 ま た ， 新 しい品 目 の導入 も積極 的 に 行わ

れ ている 。 と こ ろ が， 生産が拡 大する に つれ て ， これ ら

の品 目 に 様々 な障 害が発生 し ， 診断依頼 も急増 し てい

るo し か し ， これ らマイ ナ 一作物 に 発生する 病害 に つい て

の 記録や情報 は き わ め て少 ない 。 本稿で は ， 最近， 東京都

におい て 発生 し た各 種園 芸 作物 の病害の う ち ， 相談件数

が多 く ， 被害 も甚 大で あ っ たRhiz octonia solani KÜHN に

よる 新病害 を 中心 に ， 発生状況， 病徴 な ど を記述 し た 。

本稿 を取 り ま と める に あ た り ， 種々 のご援 助 をい た だ

い た 東京都 農業試験場， 同 病害虫防除所， 各 農業改良普

及セ ン ター の 関係各位 に厚 くお礼申 し 上 げる 。

I 発 生 状 況

R .  solani に よる 病害 は ， 菌群 ， 作物の種類， 気象条件

な ど に よ り 様々 な症状 を示す。 1990�93 年 に は， 東京都

におい て 7 科 9 属 に わ た る 9 種の園芸 作物 に本種に よる

新病害が記録 され た (竹 内 ・ 平野. 1992:竹 内 ・ 堀江 ，

1993 ， 1994) 。 病原菌の菌群 と 症状の類別で は. AG- 1. 1 

B に よ る 葉腐れ 及び枝枯れ 症状が 5 作物 と 最 も 多 く ， 次

いで AG -4. III A に よる 立枯れ症状が 3 作物 に発生 し た

(表一 1 ) 。 概括 する と ， こ れ ら の病害の発生 は 6�10月 の

温暖 な 期 間 に 認 め ら れ た が， 病勢 は 多湿 に よ り 助長 さ

れ ， 降雨が多い 6月後半 �7月 に被害が 目 立つ た 。 と り わ

け 1993 年 は記録的 な冷夏で. 8月 に 降雨が連続 し， 乾燥

期間が短 か っ た た め に ， 苗物や草本植物 だ けで は な く ，

採穂用 の母 樹 に まで 激 しい 発病がみ られ た 。 新病害以外

に も.R .  solani に よる既知 の病害の診断依頼 が多か っ た

が， これ ら に つい て は 主 に病徴 ， 顕微鏡 観察， 分離結果

及び関係 文献 な どで 対応 し た 。 診断 した 主 な リ ゾ ク トニ

ア 病 と そ の 症状， 菌群 な ど を 表 2 に簡単 に 取 り ま と め
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た 。 以 下， 菌群ご と に ， 各 病害 に つい て説明 し たい (口

絵参照) 。

E 菌糸融合群AG-l， 培養型IB に よる病害

1 コトネア ス ターくもの巣病

コ トネア ス タ は ， パラ 科の低 木で ， 旬旬性の も の は

グラ ン ド カパ 用 に 生産， 植栽 さ れている 。 花 は白 色で

小 さい が， 果実 は秋期 に 赤 く熟 し ， 観賞価値 も 高い 。 東

京都で 生産が多い 種類 は. Cotoneaster salicijoliu s  F ran . 

ch. の “ オ ー タ ム フ ァイ ヤー " と “パル クテビ ッ ヒ " で あ

り ， 挿 し 木繁殖 を行い ， ポ ッ ト に 植 え ， ビニルハ ウ ス な

どで 育成 される 。 ま た ， 採穂 用 の母 樹 は露 地圃場で 管理

される 。 育苗ポ ッ ト は密 に置 かれる た め ， ハ ウ ス 内 は 高

表 - 1 1990�93年に東京都の閤芸作物に発生 し た
R. solani に よ る 新病害

植 物 名 症 状 分離菌の菌群 提案し た病名

コ ト ネ ア ス ター 葉腐れ，樹古れ A G ω1 ，  1 B く も の巣病
ヒペリ ク ム 葉腐九校枯れ A G - l ， I B く も の巣病
セ イ ヨウ ノ コ ギ リ ソウ 業腐れ A G - l ， I B  葉腐病
ア ス テ リ ス カ ス 業腐れ A G - l ， I B  業腐病
ガ ザニ ア 葉腐れ A G ←1 ，  1 B 薬腐病
ハナ シ ョ ウ プ 葉腐れ A ひ 2- 2， II1 B 紋枯病
マ ツノfギ ク 立枯れ A G - 4 ，  II1 A 立枯病
ポ ー チ ュ ラ カ 立枯れ A G - 4 ，  II1 A 立枯病
ニ オ イ テ ン ジク ア オ イ 立枯れ A G - 4 ，  II1 A 立枯病

表- 2 1990�93 年に東京都の園芸作物 に発生 し た
R. solani に よ る 病害 (野菜類 を 除 く )

植 物 名 症 状 分離菌の菌群 既知 の病名.，

ペベロ ミ ア 立枯れ 未検討 く も の巣病
ケイ ト ウ 立枯れ 未検討 茎腐病
デノレ フ ィニ ウ ム 立枯れ・ 未検討 立枯病
ア フ リ カ ホ ウ セ ン カ 立枯れ A G - 4 ，  II1 A 立枯病
ト ル コ ギ キ ョ ウ 立枯れ・ ・ 未検討 株腐病

ニ チ ニ チ ソウ 立枯れ AG- 2- 2 ， II1 B 苗立枯病
ミ ヤ コ ワ ス レ 立枯れ A G - 4 ，  II1 A 株腐病
マ リ ー ゴ ー ル ド 葉腐れ 未検討 株腐病
ア メ リ カ ハイ ネ ズ 葉腐れ， 樹古れ A G - l ， I B  く も の巣病
キ ヅ タ ( へテ .ラ ) 葉腐れ，茎腐れ 未検討 立枯病
サ ツキ 葉腐れ， 茎腐れ 未検討 く も の巣病

.， . 日 本有用植物病名 目 録 2， 4， 5 及び追録 に よ る .
病原菌の分離者ゾ久保田まやJ市栄森弘己 ， そ の他は竹内 純.
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湿 度 と なる 。 ま た 圃場で は ， 母 樹 の 枝 が過繁茂 に なる

と ， 連続降雨 に よ り 高湿 度状態が維持 され ， 本病が発生

し や すい 環境 と なる 。 は じ め葉 や校 に淡い褐 色の病斑 を

生 じ ， 多湿時 に は急速 に 進展 し ， 葉枯れ や枝枯れ 症状 を

起 こ す。 発病株の葉や枝 に ， 褐 色の菌糸が， く も の巣状

に拡 がる 。 本病 を報告 し た 1992 年 に は 土壌表面 と 接する

旬旬 枝が枯れ込む 被害が認 め られ た が， 翌 1993 年 7�8

月 の長雨時 に は ， 枝の込み 合 っ た株 の 中心 部か ら 激 し く

発病 し ， 株全体が褐 色 に 枯れ 上が っ た 。 ま た標徴 と し て

観察 される褐 色， く も の巣状の菌糸 も極 め て豊富で ， し

ば ら く する と短 菌 糸 に覆 われ た褐 色 の 菌核 を 多 数生 じ

た。 本病 はビニ ルハ ウ ス 内 の挿 し木苗に も 発生 し ， 半 数

以 上の株が立 枯れ 状 に 枯死 し た 。 挿 し木直後 の苗 に も 本

病が発生 し た こ と か ら ， 擢 病母 樹か ら 採穂 する 際 に病原

菌 を持 ち込 ん だ 可能性が高か っ た 。

本病が発生 し た母 樹園場 に はビャ ク シ ン属の ア メ リ カ

ハイネズ (juniP eru s h orizonfa lis Moench， “グラウ

カ ") の母 樹 も 植 え られ てい た が， 同 様 に く も の巣病が発

生 し ， 激 しい 被害 を 生 じ た 。 本樹種 もグラ ン ド カ バー プ

ラ ン ツ と し て 重要で ある が， 挿 し 木苗及び植栽地 におい

て も ， し ば し ば本病 に よる 被害が認 め られ ている 。

本病の 防除方法 と し て ， 母 樹の管理で は排 水良好 な闘

場の選択や排 水対策 を 行い ， 不 要 な枝 を刈払 う な ど， 過

繁茂 を避ける 。 ま た 挿 し穂 は必 ず健全母 樹か ら 採 り ， 育

苗 中 の濯 水 は控 え め に し ， ハ ウ ス 内 の換 気 を 十分 に 行

い ， 過湿 を避ける こ と が重要で ある 。

2 ヒペリクムくもの巣病

本病の発生 は ， 1993 年 10月 にグラ ン ド カ バー プ ラ ン

ツ 生産農家 のビニ ルハ ウ スで認 め られ た 。 ヒ ペ リ ク ム ・

カ リシ ナ ム (Hyp eri cum ca ly cinum L . ， オ トギ リソ ウ

科) はビヨ ウヤ ナギ や キ ン シパイ と 同 属 の低 木で ， 初夏

に黄 色で 大 き な花 を 多 数咲 かせる た め ， グラ ン ド カパ

用 に需 要が伸びている 。 挿 し木で繁殖 し た 苗 はピニ ルハ

ウ ス 内で 管理する が， 高温多湿 に よ り徒 長 し や す く ， 隣

接株 と 重 な り 合 う 。 こ の た め ， 本病 は 地際や先端 部 よ り

も ， 過湿 に な り や すい 枝の 中 間部か ら 発生 し や すい 。 は

じ め葉や枝 に褐 色の病斑 が拡 が り ， 茎築 部が褐 変枯死す

る 。 擢 病部 に は褐 色の菌糸が豊富 に 発生 し ， し ば し ば茎

葉 を綴る よ う に なるo 菌糸 が密 に繁殖 した と こ ろ に は短

菌糸 に覆 われ た褐 色の 菌核 を 多数生 じる 。 多湿 状態が継

続する と順次隣 接株 に蔓延 する 。 病勢 が激 しい と 地上部

は枯死する が， 地下部か ら 新芽 を再 生する こ と がある 。

ビニlレハ ウ スで 育苦 さ れる ヒ ペ リ ク ム に は ， 他 に灰 色

かぴ 病が発生 し ， 葉や茎 が枯れ込む 被害 を起 こ す。 灰色

かび病 は擢 病部 に 灰褐 色の菌 そ う を生 じる こ と な ど の様

徴に よ り ， く も の巣病 と は区別で きる 。 両病 と も 過繁茂

と 過湿 に よ り 被害が助長 される 。 こ の た め 育苗ポ ッ ト の

間隔 を広 く し， ム レ を 防止する こ と が防除上重要で ある

が， 一時 期 に 大量 出荷 を 要求 されるグラ ン ド カ バー プ ラ

ン ツで は ス ペ ー ス の確保や作業効率 か ら 容易で は ない 。

3 セイヨウノコギリソウ葉腐病

本病 は 1993 年 6月 に 発生が認 め られ た 。 セイ ヨ ウノ コ

ギ リソ ウ (A ch illea m iU，巳fo lium L .  ， キ ク 科) は ， 切 り

花 や花壇 の植 え込み な ど に利用 される 。 本種 は 草勢 が強

く 過繁茂 と なる う え ， 草丈 が高 く な り倒伏 し や すい の

で ， 隣 接株 と 重 な り 合 う こ と が多い 。 こ の た め 降雨が続

く と 過湿 と な り や す く ， 激 しい 被害 を 生 じる 。 は じ め 葉

や茎 に暗緑 色水浸状の病斑 を形成 し ， 急速 に 進展 し て ，

茎 葉が軟化腐敗 する 。 ま た ， 茎で は病斑 部か ら折れる こ

と が ある 。 擢 病部 に は白 色~褐 色 の 菌 糸 が観察 される 。

根部 に は 異常 は認 め られ ない 。 接種試験におい て も ， 地

上部 は腐敗 消失 し た が， そ の後 ， 地下部 か ら 新芽 を再 生

し た 。

4 ア ス テリスカス葉腐病

ア ステ リ ス カ ス (A steri scus mari timus， キ ク 科) は鉢

花 や花壇 植 え と し て利用 される 。 本種 は 下垂 する ので ，

吊 り 鉢 な ど に 適する が， 花壇 植 え な どで は茎 が重 な り 合

い ， 本病が発生 し や す く なる 。 本病 は 1993 年 6月 ， 花壇

植 えで 発生 し た 。 は じ め 葉 や茎 に暗緑 色水浸状 の病斑 を

形成 し ， 急速 に 進展 し て軟化腐敗 する 。 茎で は病斑 部か

ら折れる こ と が ある 。 擢 病部 に は白 色~褐 色の菌糸 を 生

じる 。 地際部や根部 に は発病 を認 め ない 。

5 ガザニア葉腐病

ガザニ ア (Gaza niaXゆlend ens hort. ， キ ク 科) は鉢

花 や花壇 植 え と し て 利用 される 。 本病の 発生 は 1992 年

10月 に鉢 栽培で は じ め て 確認 され た が， 翌 93 年 の長梅

雨時 に は花檀 の植栽で坪 枯れ 状の被害 を 生 じ た 。 葉や茎

に暗緑 色水浸状の病斑 を 形成 し ， 急速 に 進展 し ， 葉枯れ

を起 こ す。 被害葉 は 離脱せ ず に 下垂 し ， 観賞価値 を損 な

う 。 擢 病部 に は白 色~褐 色 の 菌 糸 を 生 じる 。 株 の 上 か

ら ， 降雨や潜 水 を 受げる と 発生が助長 される 。 なお 根部

に は発病 を認め ない 。

皿 菌糸融合群AG-2-2， 培養型皿Bによる病害

1 ハナショウブ紋枯病

本病 は 1991 年 6月 に花菖蒲園で 発生 した 。ハ ナ シ ョウ

プ (Iri s wa llera na ]. D. Hook， アヤ メ 科) の 葉鞘校 合部

に暗緑 色水浸状の病斑 を 生 じ ， の ち周囲明瞭 な灰褐 色 の

病斑 と な り ， 葉枯れ を起 こ す。 本病菌 の 菌群 は 同 属 の ダ

ツチ アイ リ ス に発生する 紋枯病 (高野， 1989) と 同 様の
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菌群で ， 病徴 な ど も 類似 し た 。

本 菌群 は ， 鉢 栽 培 の ニ チ ニ チ ソ ウ ( Catharanthus 

roseus G .  Don. ， キ ョ ウ チ ク ト ウ 科) 立枯れ症状株か ら

も 分離 さ れている 。

W 菌糸融合群AG-4， 培養型田A に よる病害

1 ポ ー チ ュ ラ カ立枯病

ポー チ ュ ラ カ (Portu laca sp.，ハ ナ ス ベ リ ヒ ユ : ス ベ リ

ヒ ユ科) は， 東京都で は ， ほ と ん ど の鉢 花栽培施設 にお

い て 生産 さ れてお り ， 夏期の鉢 花 の 定番品 目 と な っ てい

る 。 ポー チ ュ ラ カ は挿 し木 に よる繁殖 や栽培管理な どが

比較的容易で あ り ， 発生する 病害の種類 も少 ない 。 し か

し ， 1990 年 6月 ，R .  solani AG -4， IIIA に よる 立枯病の

発生が施設栽培で 認め ら れた 。 は じ め地際の茎 部 に褐 色

の 病斑 を 生 じ ， す ぐ に く びれる 。 ま た 根部 が褐 色 に腐

敗 ， 消失 する た め， 株全体が萎 ち ょ う ， 枯死する 。 多湿

時 に は茎 の 病斑 部 や 土壌表面 に褐 色 の 菌糸 が認 め ら れ

る 。 本病菌の菌群 は高温を好 み， 育苗期か ら 出荷 期 まで

の栽培全期間で 被害 を 生 じる 。 本病 は過湿 に よ り 発生が

助長 さ れる 。 栽培 は 高温期 に あ たる た め ， 過剰 な濯 水が

行われや すい ので 注意が必 要で ある 。 数種殺菌剤j に よる

防除試験 を 行っ た と こ ろ ， ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル水和剤，

フ ル ト ラ ニ ル水和剤， TPN フ ロ ア プル剤 の各 1 ， 000 倍

液の土壌濯 注 は効果が高か っ た 。

2 マ ツバギク立枯病

ポー チ ュ ラ カ と 同 様 に 夏期 の 花 と し て普及 し ているマ

ツパギ ク (Lamþranthus sþectabilis N. E . Br. ， ザ ク ロ ソ

ウ 科) は ， 鉢 花 の ほ か， 花壇 な どの植込 み にグラ ン ド カ
ノ f ー と し て用い ら れ る 。 本種 は繁殖 も 栽培 も 容易で あ

り ， 東京都で も 苗生産が行わ れ， 植栽地 も 多い 。 立枯病

の発生 は 6�10月 に 認 め ら れる 。 は じ め地面 と 接 し た茎

葉部 に暗緑 色水浸状の病斑 を 生 じ ， す ぐ に く びれる 。 多

湿 状態で は病斑 が急速 に拡 大 し ， 多 肉質の茎 葉が軟 化腐

敗 し ， 溶 ける よ う な病徴 を示す。 乾燥する と 病斑 部 は褐

色の か さ ぶた状 と な り ， 病勢 は抑制 さ れる 。 本病が発生

し た 1993 年の長雨時 に は ， 苗生産地， 植栽地 と も 大 き な

被害が認め ら れた 。 ビニ ルポ ッ ト 植 え の苗で は隣 接す る

ポ ッ ト に順次蔓延 し ， 植栽地で は 20 m2 ほ ど の植栽の 全

面 が溶 け た よ う に 消失 し た 。

3 ニオイテ ン ジク ア オイ立枯病

ニ オイテ ン ジ ク ア オイ (Pelargoniu m graveolens L' 

Her. ex Aiton， ロ ー ズ ゼ ラ ニ ウ ム ; フ ウ ロ ソ ウ 科) はパ

ラ の香 の するハ ー プ と し て 知 ら れ， 鉢 花用 と し て も 栽培

さ れている 。 本種 に と っ て 問題 と なる 病害 は少 ない が，

1993 年 10月 ， ビニ ルポ ッ トで の育苗中 に 立枯病の発生

が確認 さ れた。 は じ め 地際 の茎 部 に暗緑 色， 水浸状の病

斑 を 生 じ ， 多湿 状態で は 速 や か に拡 大 し ， 下位葉の 葉柄

も 権病する 。 や が て茎 の病斑 は く びれ， 褐 色 と なる 。 病

斑 は根部 に も 進展 し ， 根 は暗褐 色 と な り ， の ち腐敗 消失

し ， 株 は 萎 ち ょ う ， 枯死する 。

東京都で は， 本菌群 に よる 花 き 類の病害 と し て ， ほ か

に ア フ リ カ ホ ウ セ ン カ 立枯病 ( 岡 田 ら ， 1994) 及び ミ ヤ

コ ワ ス レ株腐 病が認め ら れている 。

お わ り に

R .  solani に よる 病害 は 多 く の有用 植物で 発生する 。 こ

の よ う に 日 常的 に 認 め ら れる 病害で ある た め ， マイ ナ 一

作物で は ， 現場対応 に 留 ま り ， 病名 の提案 な ど の 手続 き

が さ れてい ない 可能性が ある 。 こ の こ と は灰 色 か び病，

菌核 病， 白 網病 な ど多犯性の病原菌 に よる 病筈の場合で

も 同 様 と 考 え ら れる 。 し か し ， こ れ ら の病害が も た ら す

経済的被害 は 非常 に 大 きい 。 病原菌が同 一で あ っ て も ，

宿主や栽培方法， 気象条件 な どが異なる と ， 病徴 や発生

状態 も 多様な も の と なる 。 病害の診断 及び有効 な 防除対

策 を 実施する た め に も ， 病原菌， 病徴 ， 発生状況 な ど を

正 し く 記録 し てい く こ と は重要で ある と 考 え ら れる 。
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